
【内容目標】指数関数や対数関数のときの極限値を考えられるようになろう。
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基本の極限は

グラフと合わせて覚えておこう

□指数関数，対数関数の極限

　指数関数の極限については，次のことがいえる。
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　対数関数の極限については，次のことがいえる。
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